
紙漉きの様子

美濃まつりの花みこし

ひんここ祭の様子

旧街道を進む桜曳き車

美濃市の維持向上すべき歴史的風致
＜計画期間＞

令和３年度（2021）～令和12年度（2030）

岐阜県
全域図

１ 美濃紙にみる歴史的風致

２ 城下町上有知にみる歴史的風致

城下町上有知（うだつの上がる町並み）には、近世から近代にかけて建

てられた建物が数多く残り、金森長近が造り上げた城下町の名残がある。

その歴史的な町並みを舞台として美濃まつりが行われ、現代まで受け継が

れている。

４-１ 桜曳きにみる歴史的風致

４-２ 洲原神社にみる歴史的風致

美濃市は、清流長良川と板取川が貫流する豊かな水と今淵ヶ岳や瓢ヶ岳、矢坪ヶ岳等の1,000ｍ級の緑濃き山々の自然に囲まれた地域であり、市

の北部に位置する「牧谷」では古代より紙漉きが行われてきた地である。本市の中心部に位置する美濃市美濃町伝統的建造物群保存地区（うだつの

上がる町並み）は、美濃和紙をはじめとする物資の流通により繁栄したまちで、商人が競って構えたうだつは本市特有の町並み景観を創り出してい

る。そこで繰り広げられる美濃まつりでは和紙の花で飾られた花みこしが乱舞するなど、美濃紙から広がる生業・産業が人々の生活の糧だけでなく

祭礼や年中行事など各地に伝わる豊かな文化の基礎となり、本市固有の歴史的風致を形成している。

いまぶち が たけ ふくべ が たけ や つぼ が たけ

３ ひんここ祭にみる歴史的風致
まつり

牧谷は、清流板取川により育まれるきわめて高品質な美濃紙の主産地と

して、1300年の歴史と伝統を有する紙漉技術が継承されてきた稀有な地で

ある。現在も伝統的な紙屋が残る集落では、暮らしとと共に紙漉きという

技術と伝統が集落に息づいている。

かみ や

喪山神話の舞台としても知られる大矢田地区は、中世に紙市が開かれ、

商業の発展や上方文化の影響を受けた大矢田神社の「ひんここ祭」は素朴

な人形劇で独特の親しみと風情を今に残している。

も やま しん わ お や だ

桜曳きは、立花地区の廬山観音堂と佐ヶ坂地区の鹿苑寺地蔵堂を９年目

ごとに交互に御開帳する祭礼行事である。地蔵堂に見守られる旧郡上街道

のなかで、地域住民の信仰により支えられた祭礼が今も継承されている。

ろ さん ろく おん じ じ ぞう どう

洲原神社は、「岩本社」として美濃国における白山信仰の中心地の一つ

として信仰を集めた。白山大神を迎える垢離取祭と、白山大神をお送りす

る神送り祭は、一度休止されたものの地域住民等の厚い信仰により再開さ

れ、独特の風情を醸し出している。
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美濃市の重点区域における主な施策・事業概要
＜重点区域の名称と面積＞

■ 城下町上有知地区（159ha）

■ 和紙の里牧谷地区（908ha）

■「うだつの上がる町並み」と周辺景観の維持、活用に関する事業

① 伝統的建造物群保存地区保存修理事業

補修が必要な家屋等の保存修理・修景

■ 伝統産業の振興に関する事業

■ 祭礼行事、民俗芸能等の保護や伝承に関する事業

■ 歴史的風致を生かしたまちづくりに関する事業

■ 城下町上有知地区（159ha）

■ 和紙の里牧谷地区（908ha）

⑧ 美濃和紙の里環境整備事業

手すき和紙関連施設の整備・活用

⑪ 美濃和紙の里会館活用事業

美濃和紙の里会館の常設展示の拡充と売店機能の強化、ＰＲ

⑭ ふるさと学習普及推進事業

「ふるさと美濃」を知る機会として啓発事業の展開

美濃市美濃町
伝統的建造物群保存地区

上有知湊
（川湊灯台）

紙漉きの技術研修会 美濃和紙の里会館

⑤重要文化財防災設備改修事業 ⑫祭礼用具等整備事業

⑬地域の祭礼等伝承事業 ⑭ふるさと学習普及推進事業

■ その他の事業（市全域）

①伝統的建造物群保存地区
保存修理事業

⑥伝統的建造物群保存地区
屋外広告物ガイドライン
策定事業

②新旧美濃橋間整備事業
（曽代13号線）

広域的事業

③歴史的風致形成建造物
保存活用事業

④景観に配慮した整備事業

⑦小倉山城跡・城下町調査
研究事業

⑨ 本美濃紙保存・活用事業

本美濃紙の保存継承と啓発活動に対する

助成

⑪美濃和紙の里会館活用事業

広域的事業

⑧美濃和紙の里環境整備事業

⑨本美濃紙保存・活用事業

⑩美濃手すき和紙推進事業

祭礼用具の修理

④ 景観に配慮した整備事業

旧牧谷街道沿い、美濃橋及び川湊公園周辺、

美濃市駅前周辺などの景観整備

み の はし

⑫ 祭礼用具等整備事業

祭礼の山車、山車蔵、用具類等の修理修復に

対する費用助成

だ し

重点区域は、本市の５つの歴史的風致のうち、うだつの上がる町並みを核に周辺部で伝統的な祭礼が行われる「城下町上有知地区」、美濃和紙の

生産地である「和紙の里牧谷地区」の２地区に設定する。重点区域では、歴史的風致維持向上施設の整備や歴史的風致形成建造物の維持管理など

様々な事業を実施し、これまで「点」として整備されてきたものを「線」で結び、回遊性を高める「面」としての整備に重点的に取り組むことによ

り、本市のブランド力アップ、滞在交流型観光への転換、さらには地域の活性化を図る。


